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● 職場でのコミュニケーション力を磨く 
 

ラポールを構築するためのポイント 

 

部下を指導するには、ラポール（信頼関係）を構築することが大切です。通常、ラポー

ル（信頼関係）が構築されている相手からの話は納得することができますが、構築でき

ていない相手の話は納得できないものです。 

 

≪人の行動に影響する３要素≫ 

人に何かを頼んだ際に、「できない」と断られることがあります。物理的にできないわ

けではない場合、その「NO」の原因は、相手が『心情的にしたくないと感じている』

ということが考えられます。この場合、『相手とのラポール（信頼関係）ができていな

い状態』といえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  頭頭  
理性や理屈、道理、理論、合理等。 

他にも法律や規定、義務、責任。 

「好き」「嫌い」「うれしい」 

「腹が立つ」「悲しい」等の感情。 

損得。他に「腹をさぐる」「腹黒い」 

「私腹を肥やす」 

心心  

腹腹  

 

損得で、自分が損をするかもしれなくても、 

信頼している相手から言われると、依頼内容を 

受ける 

パターンA ： ラポールがない場合 

パターンB ： ラポールがある場合 

親近感  

相手に安心感・信頼感が抱ける 

理屈や道理が通っていても、話している相手に 

不信感を抱いていると、納得できなかったり、 

反論をすることがある 

ＭＥＭＯ 



 

 3  

 

 
 

管理職に必要なコミュニケーション 

 

部下との主なコミュニケーション方法は『会話』です。『会話』は、『日常会話』と『成

長会話』の二つに大きく分けられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪日常会話≫ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常会話で土台を作り、成長会話で相手の成長を促す

相手の成長

成長会話

日常会話現状

目指す姿 まずは日常会話で、まずは日常会話で、

ラポール（信頼関係）を構築！ラポール（信頼関係）を構築！

ラポールが構築されると、ラポールが構築されると、

相手は「成長会話」を相手は「成長会話」を

受け止めやすくなる受け止めやすくなる

■ 挨拶をする 

 「おはよう」「元気？」等、率先して声をかける 

■ 名前を呼ぶ 

  「おい」や「ちょっと」ではなく、名前を呼ぶ 

「挨拶をする」ということは、相手がそこに

いることを認めていることである。 

また、相手を敬う気持ちの確認。 

「名前」はその人の存在そのものであり、

「自分の存在が受け入れられた」と思える。 

■ 変化に気づいて伝える 

 業務内容にかかわらず、「最近楽しそうだけ

ど、何かいいことあった？」など些細な変化

について伝える 

■ ねぎらう、感謝する 

  「昨晩は遅くまでお疲れ様」「○○さんに手伝

ってもらって助かった！」など、労をねぎらう 

「あなたのことを見ていますよ」 

「無視していませんよ」と伝える 

自分のしたことが感謝されないと、相手へ

の不信感につながる。 

日常会話は 

・人柄、性格、考えを知ることができる（現状把握ができる） 

・相手との間に信頼関係（ラポール）が構築される 

日常会話でラポールを構築し、成長会話で相手の成長を促す 
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≪成長会話≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成長会話は 

・個々のスキルにあわせた 

指導方法を選ぶことができる 

・相手の望ましい行動を継続、 

定着させるための会話ができる 

・適切なタイミングで指導を行える 

・多数の集まりの中で、 

互いの意思を伝達し、理解しあえる 

承承認認  

フフィィーードドババッックク  

ミミーーテティィンンググ  

ココーーチチンンググ、、テティィーーチチンンググ  

日常会話でラポール（信頼関係）を築いてから、 

成長会話で部下に指導をする 

ＭＥＭＯ 



 

 5  

 

● ＯＪＴ指導の重要性と心構え、ポイント 
 

部下育成の重要性および心構えの再確認 

≪部下育成とは≫ 

部下指導とは 自分育て 
 

 
 目標水準  

部下指導 
 

 
 

 現状  
 

≪部下指導に必要な心構え≫ 

●ブーメラン現象 …… 「自分の嫌いな人は相手も自分を嫌っている」という原理 

自分の相手に対する態度は、鏡に映ったもののように相手か

ら自分にフィードバックされるのである。 

またこれには逆説もある。 

みなさまは、まず 人を好きになること・部下を好きになること が 
先決です！ 

●未完の円 

 

 

 

 

≪部下指導に欠かせない１０のポイント≫ 

（１） 部下指導に対する強い動機を持っていること 

（２） 部下に対して愛情と関心を持っていること 

（３） 部下のよき手本となること 

（４） 元気人であること 

（５） 目標・夢を持ちそれに向かっていること 

（６） 聞き上手であること 

（７） チャレンジャーであること 

（８） 心の痛みがわかること 

（９） 自分の思い・考えを人に伝えられること 

（10） マメであること 

 

・担当業務の処理能力 

・処理できなかった仕事の処理能力 

・お客様への応対能力 

・仕事への取り組み姿勢 

・仕事および業務への考え方 


